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文具などが寄贈されました文具などが寄贈されました

　3月9日、ナカバヤシ株式会社代表取締役社長執行役
員の湯本秀昭さんと株式会社広田紙工代表取締役の中之
庄幸三さんが市役所を訪れ、市内の児童・生徒が東京オ
リンピック・パラリンピックの感動を忘れず、夢に向かっ
て歩んでほしいと、東京オリンピック・パラリンピック
のオフィシャルライセンスグッズを寄贈しました。
　寄贈されたポケットアルバム、ペーパーフォトスタン
ド、1色ボールペン、2色ボールペン、筆ペン6色セットを、
市内小・中学校および県立行田特別支援学校の全ての児
童・生徒に配布しました。
▶問い合わせ　教育総務課☎556―8311

第1回英語検定・準会場受験を第1回英語検定・準会場受験を
実施します実施します

2022田んぼアートin行田2022田んぼアートin行田
田植えイベント参加者を募集します田植えイベント参加者を募集します

タブレット端末用タッチペンがタブレット端末用タッチペンが
寄贈されました寄贈されました

　英語検定取得支援事業の一環として、市内各中学校お
よび市内施設を会場に、日本英語検定協会が実施する実
用英語技能検定（英検）の第1回（5月実施）1次試験準会場
受験を実施します。
▶対象　
　①市内中学校に在籍する生徒
　② 市内に住所を有し、市外の中学校に在籍している生徒
▶ 対象となる英語検定　公益財団法人日本英語検定協会
が実施する実用英語技能検定の2級～ 5級
▶場所　
　【①の生徒】 各学校（2級および準2級は、市内公共施設）
　【②の生徒】市内公共施設
▶申し込み　
　【①の生徒】学校が指定した日までに各学校
　【②の生徒】 4月18日㈪～ 22日㈮の午前8時30分～

午後5時に教育指導課
▶その他　詳細は、市ホームページをご覧ください。
▶問い合わせ　同課☎556―8316

　ギネス世界記録®認定やさまざまなコンテンツ
とのコラボレーションなど、毎年注目を集めてい
る田んぼアート。昨年に引き続き、感染症対策を
行った上で実施します。ぜひ、皆さんの力ですて
きなアートを完成させましょう。
【絵柄部分を植える田植えボランティア募集】
▶期日　6月11日㈯※雨天決行
▶場所　古代蓮会館東側の田んぼ
▶ 内容　田植え作業（午前8時30分受付開始、午
前9時30分作業開始（終了次第解散））（予定）
▶応募資格　中学生以上の方（田植え経験者歓迎）
▶定員　200人
▶参加費　無料
▶ 特典　収穫後に米をプレゼントします。
▶ その他　希望者には、ボランティア活動証明を
発行します。

【誰でも参加可能！田植え体験】
▶期日　6月12日㈰
▶場所　古代蓮会館東側の田んぼ
▶内容　田植え体験（午前中1時間程度）
▶定員　200人
▶参加費　1人当たり1,000円
▶特典　収穫後に米をプレゼントします。

いずれも
▶ 申し込み　4月1日㈮～ 28日㈭に行田市電子
申請・届出システム、電話、FAXのいずれかの
方法により、田んぼアート米づくり体験事業推
進協議会事務局（農政課内）へ申し込みください。
なお、申し込みに際しては、参加者全員の住所・
氏名・年齢・電話番号が必要です。

　※定員になり次第受付終了
　 【行田市電子申請・届出システム】https://
s-kantan.jp/city-gyoda-saitama-u/offer/
offerList_detail.action?tempSeq=31637
【FAX】556―4933
▶ 問い合わせ　同協議会事務局
　（農政課内）（内線386・387）

　3月8日、サーパス工業株式会社代表取締役社長の今
井高志さんが教育委員会を訪れ、本市のICT教育に役立
ててほしいとタブレット端末用タッチペン600本を寄贈
しました。
　このたび寄贈されたタブレット端末用タッチペンは、
ICTを活用した学習に活用するため、市内全小学校の新
入学児童に配布されます。
▶問い合わせ　教育指導課☎556―8316

英語検定の検定料を補助します英語検定の検定料を補助します
　市では、生徒の英語力および学習意欲の向上を図るこ
とを目的に、公益財団法人日本英語検定協会が実施する
実用英語技能検定の受験者の保護者に対し、検定料の一
部を補助します。
▶対象　次のいずれかに該当する方
　・市内中学校に在籍する生徒の保護者
　・ 市内に住所を有し、市外の中学校に在籍している生

徒の保護者 
▶ 対象となる英語検定　公益財団法人日本英語検定協会
が実施する実用英語技能検定の1級～ 4級
▶ 補助金額　生徒1人につき1回当たり2,000円。ただし、
4級については、1,000円。（同一年度2回まで）
▶ その他　申請手続きなどの詳細は、市ホームページを
ご覧ください。
▶申請・問い合わせ　教育指導課☎556―8316

対象を中学校全学年に拡大

石井市長に目録を手渡すナカバヤシ株式会社 湯本さん（中央）
と株式会社広田紙工 中之庄さん（左）

齊藤教育長にタブレット端末用タッチペンを手渡す
今井高志代表取締役社長（左）

　市民サービスの向上とスリムで効率的な組織体制確立の
ため、市の組織を4月1日から次のとおり変更しました。（変
更箇所：下線部）
▶ 課および室の新設　自治体DXや地域共生社会の推進など
の新たな課題に対応するため、総合政策部に情報政策課
を、健康福祉部に地域共生社会推進室を新設しました。

▶  保健センターの組織名称を変更　保健センターの組織名
称を、健康づくり課に変更しました。なお、施設として
の名称や場所に変更はありません。

▶ 教育委員会1部制　組織のスリム化と効率的な事業推進
のため、教育委員会の2部(学校教育部・生涯学習部)を
統合し、教育部としました。また、一部の課の名称を変
更しました。

市の組織が一部変わりました市の組織が一部変わりました

【総合政策部】
•企画政策課
•秘書課
•財政課
•広報広聴課
•財産管理課

【総合政策部】
•企画政策課
•秘書課
•財政課
•広報広聴課
•財産管理課
•情報政策課（新設）

【学校教育部】
•教育総務課
•学校教育課
•学校給食センター
•教育研修センター

【生涯学習部】
•生涯学習スポーツ課
•文化財保護課
•中央公民館
•図書館
•郷土博物館

【教育部】
•教育総務課
•教育指導課
•生涯学習スポーツ課
•文化財保護課
•学校給食センター
•教育支援センター
•中央公民館
•図書館
•郷土博物館

【消防本部】
•総務課
•予防課

【消防本部】
•消防総務課
•予防課

【健康福祉部】
•福祉課
•子ども未来課
•高齢者福祉課
•保険年金課
•保健センター

【健康福祉部】
•福祉課
•子ども未来課
•高齢者福祉課
•地域共生社会推進室（新設）
•保険年金課
•健康づくり課 (保健センター内)

▶問い合わせ　企画政策課行政改革グループ（内線312）
応募フォーム
二次元コード


